
 

 

令和 8年 6月 19日 

学 校 長 様 

英語科教諭各位 

英授研会員各位 

 

英語授業研究学会 第 37回全国大会開催要項 
Japan Association for the Study of Teaching English 

 

拝啓 先生方におかれましては、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 

第 37回となる今回の全国大会は、「外国語（英語）教育の原点を見据えて」をテーマとし、英語のみならず外

国語教育の原点に立ち返り、外国語を学ぶこと本来の楽しさを感じ取ってもらいながら、それを教えることの原点

を見据え、これからの英語教育について改めて考えたいと思います。皆様とともに議論し、現場の実践に生きる研

究・研修の場としたいと考えております。夏休み半ば，ご多忙な時期ですが、奮ってご参加ください。会員外の先

生方、学生の方々の参加も歓迎いたします。 

敬具 

会     長 久保野 雅史（神奈川大学） 

副  会  長  和田 憲明（姫路大学） 

関西支部長  前田 哲宏（龍谷大学） 

 

● と  き：  202６年 8月 8日(土)   12：50～17：10 （受付 12:20～） 

                        9日(日)    9：30～16：50 （受付  9:00～） 

● 開催方法：  対面開催 

● 会  場：  龍谷大学 大宮キャンパス 東黌（とうこう） 

  徒歩の場合: 「京都駅」より北西へ徒歩約 10分 

  バスの場合: 「七条大宮・京都水族館前」バス停下車 

  （京都駅烏丸口 バスターミナル B3乗り場、86番、88番、205番、208番系統） 

    *自家用車でのご来校はご遠慮ください。 

   *詳細は、6ページ目の地図にてご確認ください。 

● 参 加 費：  会員及び学部学生は参加費無料 

 一般は 2日間の参加は 1,500円，1日のみの参加は 1,000円 

   *事前の参加申し込みは必要ありません。 

   *参加費は釣銭のないようにご準備下さい。 

● Padletについて：   

 大会プログラム、発表資料等の情報は全て大会公式 Padlet上に公開いたします。 

 会員の方には事前に英授研 HPの会員マイページからアクセスできるようにいたします。 

 大会公式 Padletの会員向け公開は、7月初旬を予定しております。 

 学生及び一般参加の方には、当日受付にて Padlet URL（QR）をお知らせいたします。  



大会テーマ「外国語（英語）教育の原点を見据えて」 
＜第 1日目:8月 8日(土)＞ 

総合司会：森田 琢也（うつほの杜学園小学校） 
 

１．開会あいさつ・諸連絡（12：50～12：55）  【101教室】 

 会長 久保野 雅史（神奈川大学） 

 関西支部長 前田 哲宏（龍谷大学） 

 

２．特別講演（13：00～14：20）  【101教室】 

「外国語教師は料理人である」 

講師 黒田 龍之助（神田外語大学） 

司会 加賀田 哲也（大阪教育大学） 

[概要] 

新しい技術の出現で、「役に立つ」「試験に出る」だけの外国語教育では生徒を引き付けることができず、新

たな工夫がこれまで以上に必要となりました。教室という舞台で俳優のように振舞うことも大切ですが、わ

たしはさらに一歩進んで、単語という「食材」を使い、文法という「調理法」を駆使して、見事な「料理」

を作って見せたい。何よりも重要なのは、生徒に自分も「料理」したいと思わせること。そのための方法や

考え方を、英語以外の外国語教師であるわたしがお話しましょう。 

[プロフィール] 

くろだ・りゅうのすけ 1964 年、東京都生まれ。上智大学卒業、東京大学大学院修了。東京工業大学助教

授、明治大学助教授などを歴任し、ロシア語、英語、言語学などを教える。現在は神田外語大学特任教授。

2001 年～2002 年、ＮＨＫテレビ「ロシア語会話」講師を務める。専門はスラブ語学、言語学。主な著書に

「ポケットに外国語を」「ロシア語だけの青春」（ちくま文庫）、「つばさ君のウクライナ語」「外国語の遊園

地」（白水社）、「ぼくたちの英語」「ゼロから話せるチェコ語」（三修社）など。 

 

３．映像による中学校授業研究協議（14：30～15：40）  【101教室】 

  「中 3: 生徒が社会的な話題を自分事として捉え、思考と表現を深める授業―領域統合型の

言語活動に焦点を当てて―」 

授業者：菅原 和人（群馬・伊勢崎市立第三中学校） 

分析者：津久井 貴之（群馬大学） 

 

４．課題別分科会（15：50～17：10） 

＜第 1会場（301教室）＞  

「デジタルとアナログをいかに融合し相乗効果を図るか: AI時代の教室から」 

提案者： 田中 桜（兵庫・三木市立緑が丘中学校） 

 小野里 健太（群馬大学共同教育学部附属中学校) 

兼コーディネーター： 豊嶋 正貴（國學院大學他） 

 

＜第 2会場（302教室）＞  

「多様な子どもの学びを支える教室環境と学習支援のあり方」 

提案者： 高橋 ひろみ（神奈川・小田原市立白鷗中学校） 

 横山 聖（大阪教育大学附属天王寺中学校） 

兼コーディネーター： 米崎 里（関西学院大学）  

 



＜第 3会場（303教室）＞  

「深い読みのためのリーディング指導の課題と実践: 中高大の実践を通して」 

提案者： 牧野 尚史（滋賀大学教育学部附属中学校） 

 坂井 峻也（須磨学園） 

 髙橋 淳（兵庫県立兵庫高等学校） 

 笠巻 知子（京都外国語大学） 

兼コーディネーター： 前田 哲宏（龍谷大学） 

 

*第 1 日目終了後、龍谷大学（大宮キャンパス）内、清和館にて懇親会を予定しています。懇親会参加ご希望の

方は受付にてチケット（5000円）をご購入下さい。定員になり次第締め切らせていただきます。 

 

 

＜第 2日目:8月 9日（日）＞ 

総合司会：箱﨑 雄子（大阪教育大学） 

５．レクチャー（9：30～10：40）  【101教室】 

「小中をつなぐ英語リタラシー教育: 単語の読み書き能力を育てる指導法」 

講師：アレン 玉井 光江（青山学院大学） 

司会：中西 浩一（平安女学院大学） 

[概要] 

文字と音との関係が複雑な英語において、読むこと・書くことの習得は、英語母語話者の子どもにとっても

容易ではありません。本レクチャーでは、小中連携の視点から、児童・生徒の英語リタラシーを育成する指

導の在り方について考えます。文字認識、音韻意識、フォニックス、さらに単語のデコーディングおよびエ

ンコーディングの理論・研究を概観しながら、授業で活用できる具体的な活動例を紹介します。 

 

６．映像による高等学校授業研究協議（10：55～12：05）  【101教室】 

「英語コミュニケ―ションⅠ: 教科書を活用して生徒の発信力を育成する授業」 

授業者：野田 玲子（大阪府立四條畷高等学校） 

分析者：松下 信之（大阪府教育庁）・工藤 洋路（東京外国語大学） 

 

７．会員総会（12：55～13：15）  【101教室】 

会長挨拶 

202５年度会計報告、202６年度年間事業計画 他 

 

８．研究・実践発表（13：20～15：00） (1) 13:20〜13:５0   (2) 13:55〜14:25  (3) 14:30〜15:00 

＜第 1会場（301教室）＞ 

(1) 「中学校 1年生のプロセス・ライティング活動における ICTを用いた足場かけ―自己調整学習・

協働学習・AI フィードバックに着目して―」 

会田 裕子（筑波大学大学院） 

(2) 「中学生英作文指導における教師介在型 4ステップ・プロンプトの実践―AI リテラシー教育とメ

タ認知育成の両立を目指して―」 

橋本 慎一（神奈川・川崎市立住吉中学校）  



(3) 「小学校外国語における『読み・書き』活動の実証的研究―校内完結型文通活動“Secret 

Friend”の効果と課題の再検証―」 

高橋 博将（埼玉・上尾市立原市南小学校） 

 

＜第 2会場（３０２教室）＞ 

(1) 「教科横断と AI活用によるパフォーマンステストの実践―大英博物館の文化財返還問題を題

材として―」 

山田 隼也（兵庫・伊丹市立伊丹高等学校） 

(2) 「教科書と探究学習を繋ぐ Concept-centered Soft CLILの実践報告」 

白井 龍馬（福岡教育大学） 

石飛 あゆみ（島根県立隠岐島前高等学校） 

(3) 「探究型英語授業が学習者エンゲージメントに与える影響―PBL・ランゲージングを統合した実践

の検証―」 

土屋 進一（西武文理大学） 

 

＜第 3会場（303教室）＞ 

(1) 「生成 AI とのディベート練習が高校生のやり取りに与える影響」 

眞子 和也（広島大学附属福山中・高等学校） 

笠原 明子（株式会社ベネッセコーポレーション） 

二川 敬伍（広島大学附属福山中・高等学校） 

(2) 「高校英語教育で概念理解の育成はいかに可能か―タスク・CLIL・概念型学習に基づく３ヵ年カ

リキュラムの試み―」 

原島 章暢（明治大学付属明治高等学校・明治中学校） 

(3) 「中学校英語教科書を用いた概念型指導法」 

溝畑 保之（桃山学院大学） 

秋山 容洋（兵庫・姫路市立家島中学校） 

坂上 渉（京都・亀岡市立東輝中学校） 

堀米 美恵子（大阪・箕面市立第六中学校） 

 

＜第 4会場（206教室）＞ 

(1) 「深い読みと批判的思考力を養うクリティカル・リーディングの授業」 

伊佐地 恒久（岐阜聖徳学園大学） 

(2) 「高校英語授業における統合型言語活動の実践と課題―『読んで書く』と『読んで話す』の比較

を通して―」 

松尾 真太郎（筑波大学附属駒場中・高等学校） 

(3) 「高校入試『読むこと』問題の分析―何の語彙・文法が求められているのか」 

太田 洋（東京家政大学） 

西村 秀之（拓殖大学） 

 

＜第 5会場（207教室）＞ 

(1) 「自分の力で英単語が読める生徒の育成―シンセティック・フォニックスによる指導実践―」 

山下 桂世子（Ashbrook School） 

紀洲谷 貴実子（兵庫・神戸市立須磨北中学校） 

山本 明子（兵庫・神戸市立有野北中学校）  



 

(2) 「中学校 1年生における主体的なやり取りの継続を目指したコミュニケーション・ストラテジー指

導の実践」 

中島 千尋（群馬・高崎市立塚沢中学校） 

(3) 「スキット活動における発話の特徴―文の複雑性と言語機能の観点から―」 

前田 宏美（文京学院大学） 

飯塚 由樹子（東京・港区立港南中学校） 

田頭 憲二（東京家政大学） 

 

＜第 6会場（208教室）＞ 

(1) 「継続的に Try Out活動に取り組んだ中学生はどうなったか―八尾市立高安小中学校のケース」 

劉 崇治（大阪・八尾市立高安小中学校） 

太田 洋（東京家政大学） 

神白 哲史（専修大学） 

(2) “Autoethnography of a Blind English Teacher: Reflection of 40 Years of 

Professional Experiences” 

藤本 恵司（兵庫・神戸市立葺合高等学校） 

(3) 「なぜこの授業では生徒が英語で話し始めるのか―PCKが生み出す mediationの実際―」 

水野 邦太郎（神戸女子大学） 

 

＜第 7会場（209教室）＞ 

(1) 「高校英語授業における映画制作プロジェクト型学習の設計と実践―１年目の学習経験の再活

用に着目して―」 

蕨 知英（山梨大学） 

(2) 「日本人高校生のライティング能力向上の取組―自己評価を活用した授業実践―」 

柳谷 孝一（神奈川県立上溝南高等学校） 

(3) 「『論理・表現』における協働学習と生成AIを活用したライティング指導の実践的研究―評価方

法と生徒アンケート分析を通して―」 

伊藤 清（名古屋中学校・高等学校） 

 

９．公開ラウンドテーブル*（15:15～16:45）  【101教室】  *登壇者によるラウンドテーブルです 

  「英語教育サイコロトーク ―英語教育の諸課題・疑問について呟きます―」 

登壇者： 山﨑 寛己（新潟・新潟市立白南中学校） 

遊馬 智美（お茶の水女子大学附属高等学校） 

亘理 陽一（北海道大学） 

司 会：  劉 嵩治（大阪・八尾市立高安小中学校）  

 

10．閉会あいさつ（16:45～16:50）  【101教室】 

 英語授業研究学会 副会長 和田 憲明（姫路大学） 

  



会場のご案内 

龍谷大学 大宮キャンパス 東黌（とうこう） 

京都市下京区七条通大宮東入大工町 125-1 

徒歩の場合： 「京都駅」より北西へ徒歩約 10分 

バスの場合： 「七条大宮・京都水族館前」バス停下車 

（京都駅烏丸口 バスターミナル B3乗り場、86番、88番、205番、208番系統） 

 *自家用車でのご来校はご遠慮ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

七条通 

大
宮
通

 

バス停「七条大宮 

・京都水族館前」 

京都駅方面 → 

東黌 
（とうこう） 

西本願寺 

龍谷大学付属
平安中学校・
高等学校 

龍谷大学大宮学舎 


